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防防
災災
推推
進進
国国
民民
会会
議議
がが
初初
会会
合合

第
１
回
防
災
推
進
国
民
会
議
が

９
月
１７
日
、
首
相
官
邸
で
開
か
れ
、

岡
下
勝
彦
・
本
会
会
長
（
高
松
市

議
会
議
長
）
が
議
員
と
し
て
出
席

し
た
。

国
民
会
議
は
、
７
月
２９
日
の
中

央
防
災
会
議
会
長
（
安
倍
晋
三
・

内
閣
総
理
大
臣
）
の
決
定
に
基
づ

き
、
「
国
民
の
防
災
に
関
す
る
意

識
向
上
に
関
し
広
く
各
界
各
層
と

の
情
報
及
び
意
見
の
交
換
並
び
に

そ
の
他
の
必
要
な
連
携
を
図
り
、

中
央
防
災
会
議
と
協
力
し
つ
つ
、

国
民
の
防
災
に
関
す
る
意
識
向
上

を
図
る
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
、
開

催
さ
れ
た
。
中
央
防
災
会
議
会
長

が
依
頼
す
る
各
界
各
層
の
有
識
者

（
下
掲
・
依
頼
期
間
２
年
）
を
議

員
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。

議
事
で
は
冒
頭
、
安
倍
総
理
か

ら
「
政
府
と
し
て
は
、
『
国
連
防

災
世
界
会
議
』
に
倣
い
、
全
国
規

模
で
、
防
災
に
関
係
す
る
方
々
の

知
見
や
経
験
が
共
有
さ
れ
、
積
極

的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
場
を

定
期
的
に
設
け
て
ま
い
り
た
い
」

な
ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
議
題
に
入
り
、
議
長

・
副
議
長
選
出
に
お
い
て
、
議
長

に
近
衞
忠
�
・
日
本
赤
十
字
社
社

長
、
副
議
長
に
秋
本
敏
文
・
公
益

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
会
長
・

一
般
財
団
法
人
日
本
防
火
・
防
災

協
会
会
長
を
議
員
に
よ
り
互
選
し

た
。ま

た
、
当
面
の
活
動
方
針
に
つ

い
て
、
�
全
体
会
議
（
毎
年
、
少

な
く
と
も
１
回
の
開
催
）
�
防
災

に
関
す
る
統
一
的
な
普
及
啓
発
資

料
の
作
成
、
普
及
�
政
府
（
内
閣

府
）
の
事
業
等
へ
の
協
力
�
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
防
災
ジ
ャ

パ
ン
」
を
通
じ
た
情
報
発
信
―
を

決
定
し
た
。

２７
年
度
「
津
波
防
災
」
に
関
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
山
谷

え
り
子
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
防
災
）
か
ら
説
明
が
あ
り
、
国

民
会
議
構
成
団
体
・
機
関
は
積
極

的
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
た
。

議議
員員
名名
簿簿
（（
３３９９
名名
））

▽
議
長
�
近
衞
忠
�
（
日
本
赤
十
字
社

社
長
）
▽
副
議
長
�
秋
本
敏
文
（
（
公

財
）
日
本
消
防
協
会
会
長
・
（
一
財
）
日

本
防
火
・
防
災
協
会
会
長
）
▽
議
員
�

浅
田
克
己
（
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合

会
会
長
）
嵐
谷
安
雄
（
日
本
障
害
フ
ォ

ー
ラ
ム
代
表
）
飯
田
�
昭
（
全
国
町
村

議
会
議
長
会
会
長
）
石
�
孟
（
（
一
社
）

日
本
雑
誌
協
会
理
事
長
）
伊
藤
俊
典

（
全
日
本
中
学
校
長
会
会
長
）
井
上
弘

（
（
一
社
）
日
本
民
間
放
送
連
盟
会
長
）

大
西
�
（
日
本
学
術
会
議
会
長
）
大
橋

明
（
全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
）
岡

下
勝
彦
（
全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
）

柿
沼
ト
ミ
子
（
全
国
地
域
婦
人
団
体
連

絡
協
議
会
会
長
）
木
村
孟
（
全
国
都
道

府
県
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長
）
清
原

正
義

（
（
一
社
）
公
立
大
学
協
会
会
長
）

古
賀
伸
明
（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

会
長
）
小
林
喜
光
（
（
公
社
）
経
済
同

友
会
代
表
幹
事
）
斎
藤
十
朗
（
（
福
）

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）
�
原
定

征
（
（
一
社
）
日
本
経
済
団
体
連
合
会

会
長
）
坂
本
す
が
（
（
公
社
）
日
本
看

護
協
会
会
長
）
笹
川
陽
平
（
（
公
財
）

日
本
財
団
会
長
）
里
見
進
（
（
一
社
）

国
立
大
学
協
会
会
長
）
柴
田
剛
介
（
（
公

社
）
日
本
青
年
会
議
所
会
頭
）
白
石
興

二
郎

（
（
一
社
）
日
本
新
聞
協
会
会
長
）

清
家
篤
（
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会

会
長
）
	
木
幹
正
（
日
本
歯
科
医
師
会

会
長
）
	
島
な
お
き
（
全
国
都
道
府
県

議
会
議
長
会
会
長
）
高
橋
淳
（
全
国
消

防
長
会
会
長
）
田
邊
俊
治
（
全
国
市
町

村
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長
）
寺
本
充

（
（
公
社
）
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
）
藤
原
忠
彦
（
全
国
町
村
会
会
長
）

丸
山
康
昭
（
（
公
社
）
全
国
子
ど
も
会

連
合
会
会
長
）
三
村
明
夫
（
日
本
商
工

会
議
所
会
頭
）
宮
本
久
也
（
全
国
高
等

学
校
長
協
会
会
長
）
籾
井
勝
人
（
日
本

放
送
協
会
会
長
）
森
民
夫
（
全
国
市
長

会
会
長
）
山
田
啓
二
（
全
国
知
事
会
会

長
）
山
本
信
夫
（
（
公
社
）
日
本
薬
剤

師
会
会
長
）
横
倉
義
武
（
（
公
社
）
日

本
医
師
会
会
長
）
和
田
章
（
防
災
学
術

連
携
体
代
表
幹
事
）

【
２７
年
９
月
１７
日
現
在
】

被被
災災
者者
生生
活活
再再
建建
支支
援援
法法
をを
適適
用用

「
平
成
２７
年
９
月
関
東
・
東
北

豪
雨
災
害
」
に
よ
り
、
福
島
県
は

田
村
市
に
、
栃
木
県
は
鹿
沼
市
、

栃
木
市
、
日
光
市
、
小
山
市
の
４

市
に
、
茨
城
県
は
常
総
市
ほ
か
１

町
に
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
を

適
用
し
た
（
以
上
、
適
用
日
・
９

月
９
日
）
。
宮
城
県
は
大
崎
市
に

同
法
を
適
用
し
た
（
適
用
日
・
９

月
１１
日
）
。

普普
通通
交交
付付
税税
をを
繰繰
上上
げげ
交交
付付

総
務
省
は
９
月
１８
日
、
台
風
１８

号
な
ど
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
多
大

な
被
害
を
受
け
た
栗
原
市
、
大
崎

市
、
古
河
市
、
結
城
市
、
下
妻
市
、

常
総
市
、
守
谷
市
、
筑
西
市
、
坂

東
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、
栃
木

市
、
佐
野
市
、
鹿
沼
市
、
下
野
市

の
１４
市
ほ
か
４
町
に
、
１１
月
定
例

交
付
見
込
額
の
３
割
に
当
た
る
７４

億
２
０
０
０
万
円
の
普
通
交
付
税

の
繰
上
げ
交
付
を
決
定
し
、
９
月

２４
日
に
現
金
交
付
し
た
。

激激
甚甚
災災
害害
指指
定定
をを
閣閣
議議
決決
定定

政
府
は
１０
月
６
日
の
閣
議
に
お

い
て
、
９
月
７
日
か
ら
１１
日
ま
で

の
間
の
暴
風
雨
、
豪
雨
に
よ
る
災

害
に
つ
い
て
、
激
甚
災
害
の
指
定

と
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関

す
る
政
令
を
決
定
し
た
。

全
国
を
対
象
に
、
農
地
等
の
災

害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の
特

別
措
置
な
ど
が
適
用
さ
れ
る
。
査

定
見
込
額
は
８１
・
６
億
円
（
本
激
）
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1954・5号１０月１５日平成27年
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前列左から山谷防災担当大臣、安倍総理大臣、近衞議長
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病
院
協
が
役
員
会
を
開
催（
於
・
江
別
市
）

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
浅
川
仁
・
奈

良
市
議
会
議
長
）
は
１０
月
６
日
、

江
別
市
で
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
浅
川
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
三
角
芳
明
・
副
会
長

（
江
別
市
議
会
議
長
）
、
三
好
昇

・
江
別
市
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
事
務
報
告
を
了
承
し
、

協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
は
じ
め
に
、
「
自

治
体
病
院
経
営
に
関
す
る
要
望
」

を
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。
要
望

は
�
財
政
措
置
�
東
日
本
大
震
災

被
災
地
の
地
域
医
療
の
確
保
�
医

師
確
保
対
策
等
�
救
急
医
療
体
制

�
診
療
報
酬
改
定
―
の
５
項
目
を

大
き
な
柱
と
す
る
（
要
望
の
一
部

を
下
掲
）
。
要
望
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
全
国
市
議
会
議
長
会

メ
ニ
ュ
ー
」
の
「
要
望
・
決
議
等
」

に
掲
載
す
る
（
原
稿
執
筆
時
は
未

掲
載
）
。
要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、

全
加
盟
市
・
組
合
へ
要
望
書
を
送

付
し
、
地
元
選
出
国
会
議
員
な
ど

に
対
し
要
望
を
行
う
。

続
い
て
、
第
１１
回
地
域
医
療
政

策
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
、
役
員
改
選

に
つ
い
て
説
明
の
通
り
行
う
こ
と

と
し
、
今
後
の
会
議
・
活
動
日
程

に
つ
い
て
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

※
７
月
１
日
、
奈
良
市
議
会
に
お

い
て
、
土
田
敏
朗
氏
か
ら
浅
川

氏
へ
の
議
長
交
代
に
伴
い
、
病

院
協
会
長
に
就
任
し
て
い
る
。

全
国
市
議
会
議
長
会
と
市
議
会

議
員
共
済
会
は
１０
月
１
日
に
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い

た
し
ま
し
た
。

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
画
像

を
よ
り
多
く
取
り
入
れ
見
や
す
く

す
る
と
と
も
に
、
全
国
８
１
３
市

区
議
会
及
び
各
議
員
に
対
す
る
情

報
発
信
の
充
実
や
利
用
者
と
の
相

互
交
流
の
た
め
、
新
た
な
コ
ン
テ

ン
ツ
の
導
入
を
図
る
な
ど
快
適
な

利
用
環
境
を
目
指
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（
下
掲
）
に
は
、

最
新
の
活
動
状
況
の
写
真
と
と
も

に
、
当
面
は
役
員
市
か
ら
ご
提
供

い
た
だ
い
た
写
真
を
掲
載
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
側
の
４
個
の

バ
ナ
ー
は
、
利
用
者
の
皆
様
に
直

結
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
�
市
区
議
会
情
報

検
索
（
８
１
３
市
区
議
会
の
情
報

（
市
の
Ｐ
Ｒ
文
な
ど
）
を
紹
介
予

定
）
�
意
見
書
ボ
ッ
ク
ス
（
一
般

公
開
可
能
な
意
見
書
の
み
を
一
般

公
開
予
定
）
�
議
会
改
革
の
取
組

―
は
、
現
在
「
準
備
中
」
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
�
・
�
は
、
い
ず
れ
も

１１
月
中
・
下
旬
の
公
開
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
部
の
１０
個
の

バ
ナ
ー
は
、
皆
様
に
よ
く
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
�
全
国
市

議
会
旬
報
（
平
成
１８
年
か
ら
最
新

号
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
今
号
か
ら
、
本
文
中
の
ア
ド

レ
ス
を
掲
載
し
て
い
る
部
分
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
会
議
資
料
な
ど

の
該
当
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
が
で

き
ま
す
）
�
調
査
・
出
版
�
国
等

へ
の
要
望
・
決
議
�
全
国
市
議
会

議
長
会
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
（
各

市
議
会
事
務
局
か
ら
入
力
し
て
い

た
だ
い
た
全
て
の
意
見
書
・
決
議

等
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）
―
な

ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
市
議
会
議
員
共
済
会
の

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
上
部
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
各
ペ
ー
ジ
は
現
職
議
員
の

方
、
年
金
受
給
者
の
方
な
ど
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
目
的
別
に
コ

ン
テ
ン
ツ
を
配
し
て
お
り
ま
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
４
月
１

日
に
開
設
し
、
既
に
情
報
発
信
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
同
様
皆
様
に
ご
活
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
へ
の
ロ
グ

イ
ン
は
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
な
ど

に
つ
い
て
は
、
２７
年
９
月
２４
日

付
け
「
（
全
議
Ｍ
１
第
２７
号
・

議
共
済
第
２
７
６
号
）
全
国
市

議
会
議
長
会
及
び
市
議
会
議
員

共
済
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
」
で
各
議

会
事
務
局
に
通
知
し
て
お
り
ま

す
。

【
要
望
（
一
部
掲
載
）
】

�
財
政
措
置
（
自
治
体
病
院
の
経
営
基

盤
安
定
の
た
め
、
特
に
へ
き
地
医
療
、

高
度
・
特
殊
医
療
、
周
産
期
医
療
、
小

児
医
療
、
救
急
医
療
等
の
不
採
算
部
門

を
十
分
考
慮
し
た
地
方
交
付
税
等
財
政

措
置
の
拡
充
強
化
。
医
師
の
勤
務
実
態

を
踏
ま
え
た
処
遇
改
善
等
に
係
る
財
政

支
援
措
置
。
看
護
職
員
、
助
産
師
等
医

療
従
事
者
、
医
師
事
務
作
業
補
助
者
の

必
要
人
員
確
保
と
養
成
の
た
め
の
財
政

措
置
の
拡
充
な
ど
）
�
東
日
本
大
震
災

被
災
地
の
地
域
医
療
の
確
保
（
東
日
本

大
震
災
被
災
地
の
地
域
医
療
確
保
の
た

め
、
被
災
地
域
の
自
治
体
病
院
へ
の
全

面
的
支
援
措
置
の
継
続
）
�
医
師
確
保

対
策
等
（
医
師
不
足
解
消
の
た
め
、
適

切
か
つ
万
全
の
措
置
。
医
師
の
地
域
偏

在
の
是
正
の
た
め
、
医
療
従
事
者
の
需

給
見
通
し
に
基
づ
く
医
学
部
入
学
定
員

の
地
域
枠
の
さ
ら
な
る
拡
大
。
医
師
の

診
療
科
偏
在
解
消
の
た
め
、
診
療
科
ご

と
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
医
師
育
成
方

策
の
確
立
。
医
師
不
足
が
深
刻
な
救
急

医
療
、
小
児
科
な
ど
の
診
療
科
に
つ
い

て
、
医
師
確
保
の
た
め
の
緊
急
的
か
つ

実
効
性
の
あ
る
支
援
措
置
な
ど
）
�
救

急
医
療
体
制
（
救
急
医
療
体
制
の
確
保

・
充
実
。
周
産
期
医
療
・
小
児
救
急
医

療
に
つ
い
て
、
医
師
確
保
と
地
域
へ
の

均
衡
あ
る
配
置
の
実
現
と
医
療
体
制
の

充
実
強
化
の
た
め
の
財
政
措
置
な
ど
）

�
診
療
報
酬
改
定
（
次
期
診
療
報
酬
改

定
に
当
た
り
、
自
治
体
病
院
の
収
支
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
た
適
切
な
評
価
・
設

定
。
医
師
の
診
療
科
偏
在
の
解
消
、
勤

務
環
境
改
善
等
に
資
す
る
よ
う
な
適
切

な
改
定
な
ど
）

▽
全
国
市
議
会
議
長
会
�h

t
t
p

�/
/

w
w
w
.s
i-
g
ic
h
o
k
a
i
.jp
/

▽
市
議
会
議
員
共
済
会
�h

t
t
p

�/
/

w
w
w
.s
i-
g
i
c
h
o
k
a
i
.j
p
/
k
y

o
u
s
a
i
/

▽
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
�h

t
t
p
s

�/
/

w
w
w
.f
a
c
e
b
o
o
k
.c
o
m
/
s
i

g
i
c
h
o
k
a
i

病院協会長
浅川仁（奈良市）

本本 会会
共共済済会会

ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
をを
リリ
ニニ
ュュ
ーー
アア
ルル

本会ホームページ（トップページ）
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第第
３３
次次
安安
倍倍
改改
造造
内内
閣閣
がが
発発
足足

第
３
次
安
倍
改
造
内
閣
が
１０
月

７
日
に
発
足
し
た
。
「
未
来
へ
挑

戦
す
る
内
閣
」
と
し
て
、
新
た
に

一
億
総
活
躍
担
当
大
臣
を
設
け
る

な
ど
閣
僚
は
１９
人
と
な
っ
た
（
下

掲
）
。

安
倍
晋
三
・
内
閣
総
理
大
臣
は

記
者
会
見
で
「
戦
後
最
大
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
６
０
０
兆
円
、
希
望
出
生
率
１

・
８
、
介
護
離
職
ゼ
ロ
。
こ
の
３

つ
の
大
き
な
目
標
に
向
か
い
、
新

し
い
３
本
の
矢
を
力
強
く
放
つ
。

そ
の
た
め
の
強
固
な
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
と
発
言
。

一
億
総
活
躍
社
会
に
向
け
、
「
年

内
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、

緊
急
に
実
施
す
べ
き
対
策
第
一
弾

を
策
定
し
実
行
に
移
す
」
と
し
た
。

第第
３３
次次
安安
倍倍
改改
造造
内内
閣閣

▽
内
閣
総
理
大
臣
�
安
倍
晋
三

（
衆
）
▽
内
閣
法
第
九
条
の
第
一

順
位
指
定
大
臣
（
副
総
理
）
、
財

務
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
金
融
）
、
デ
フ
レ
脱
却
担
当
�

麻
生
太
郎
（
衆
）
▽
総
務
大
臣
�

高
市
早
苗
（
衆
）
▽
法
務
大
臣
�

岩
城
光
英
（
参
）
▽
外
務
大
臣
�

岸
田
文
雄
（
衆
）
▽
文
部
科
学
大

臣
、
教
育
再
生
担
当
�
馳
浩
（
衆
）

▽
厚
生
労
働
大
臣
�
塩
崎
恭
久

（
衆
）
▽
農
林
水
産
大
臣
�
森
山

�
（
衆
）
▽
経
済

産

業

大

臣
、
産

業
競
争
力
担
当
、
原
子
力
経
済
被

害
担
当
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支

援
機
構
）
�
林
幹
雄
（
衆
）
▽
国

土
交
通
大
臣
、
水
循
環
政
策
担
当

�
石
井
啓
一
（
衆
）
▽
環
境
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
原
子
力
防
災
）

�
丸
川
珠
代
（
参
）

▽
防
衛
大
臣
�
中
谷

元
（
衆
）
▽
内
閣
官

房
長
官
、
沖
縄
基
地

負
担
軽
減
担
当
�
菅

義
偉
（
衆
）
▽
復
興

大
臣
、
福
島
原
発
事

故
再
生
総
括
担
当
�

�
木
毅
（
衆
）
▽
国

家
公
安
委
員
会
委
員

長
、
行
政
改
革
担
当
、

国
家
公
務
員
制
度
担
当
、
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
消
費
者
及
び
食

品
安
全
、
規
制
改
革
、
防
災
）
�

河
野
太
郎
（
衆
）
▽
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
、

科
学
技
術
政
策
、
宇
宙
政
策
）
、

海
洋
政
策
・
領
土
問
題
担
当
、
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
政
策
担
当
、

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
担
当
�
島

尻
安
伊
子
（
参
）
▽
経
済
再
生
担

当
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
担

当
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経

済
財
政
政
策
）
�
甘
利
明
（
衆
）

▽
一
億
総
活
躍
担
当
、
女
性
活
躍

担
当
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
担
当
、
拉

致
問
題
担
当
、
国
土
強
靱
化
担
当
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
少
子
化

対
策
、
男
女
共
同
参
画
）
�
加
藤

勝
信
（
衆
）
▽
地
方
創
生
担
当
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
国
家
戦

略
特
別
区
域
）
�
石
破
茂
（
衆
）

▽
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
担
当
�
遠
藤
利
明
（
衆
）

内
閣
府
は
１０
月
２
日
、
地
方
分

権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
に
つ

い
て
、
関
係
府
省
か
ら
の
第
２
次

回
答
を
公
表
し
た
。
第
２
次
回
答

を
踏
ま
え
、
１０
月
６
日
の
第
２８
回

提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
よ
り
、

関
係
府
省
か
ら
の
第
２
次
ヒ
ア
リ

ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

提
案
募
集
に
つ
い
て
は
、
６
月

３０
日
に
地
方
か
ら
の
提
案
状
況
の

報
告
（
本
紙
１
９
４
７
号
５
面
参

照
）
、
７
月
３１
日
に
各
府
省
の
第

１
次
回
答
（
本
紙
１
９
５
０
号
４

面
参
照
）
、
９
月
３
日
に
第
１
次

回
答
に
対
す
る
各
府
省
へ
の
再
検

討
要
請
（
本
紙
１
９
５
２
・
３
号

１
面
参
照
）
な
ど
が
行
わ
れ
て
き

た
。
以
上
を
含
め
て
、
第
２
次
回

答
や
第
２
次
ヒ
ア
リ
ン
グ
ま
で
の

資
料
等
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
平
成
２７
年
の
提

案
募
集
に
つ
い
て
」
（h

t
t
p

�

/
/
w
w
w
.c
a
o
.g
o
.j
p
/
b
u
n

k
e
n
-
s
u
i
s
h
i
n
/
t
e
i
a
n
b
o

s
y
u
/
h
2
7
/
i
n
d
e
x
.h
t
m
l

）

な
ど
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

石
破
茂
・
地
方
創
生
担
当
大
臣

か
ら
は
、
１０
月
２
日
の
閣
議
後
の

記
者
会
見
で
「
年
末
の
取
り
ま
と

め
の
閣
議
決
定
に
向
け
て
、
専
門

部
会
に
お
け
る
議
論
や
事
務
的
な

議
論
、
政
務
に
よ
る
議
論
を
通
じ
、

調
整
を
加
速
化
す
る
」
旨
発
言
が

あ
っ
た
。
今
後
、
１１
月
下
旬
に
地

方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
・
提
案

募
集
検
討
専
門
部
会
合
同
会
議
で

対
応
方
針
案
が
了
承
さ
れ
、
１２
月

中
旬
に
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部

の
決
定
と
閣
議
決
定
が
行
わ
れ
る

予
定
。

▼
議
長

▽
滝
沢

長
内
信
平
（
８
・
７
）

▽
淡
路

田
中
孝
始
（
８
・
１０
）

▽
壱
岐

鵜
瀬
和
博
（
８
・
１１
）

▽
八
幡
浜

上
田
浩
志
（
８
・
１８
）

▽
二
本
松

野
地
久
夫
（
８
・
２１
）

▽
知
立

池
田
滋
彦
（
８
・
２６
）

▽
松
原

若
林
良
信
（
８
・
２７
）

▽
勝
山

帰
山
寿
憲
（
９
・
２
）

▽
大
竹

児
玉
朋
也
（
９
・
３
）

▽
仙
台

岡
部
恒
司
（
９
・
７
）

▽
柏

古
川
隆
史
（
９
・
９
）

▽
盛
岡

菊
田

隆
（
９
・
１０
）

▽
益
田

佐
々
木
惠
二
（
９
・
１０
）

▽
高
砂

今
竹
大
祐
（
９
・
１１
）

▽
釜
石

佐
々
木
義
昭
（
９
・
１４
）

▽
須
賀
川

広
瀬
吉
彦
（
９
・
１５
）

▽
塩
竈

香
取
嗣
雄
（
９
・
１６
）

▽
八
潮

小
倉
順
子
（
９
・
１８
）

▽
八
街

加
藤

弘
（
９
・
１８
）

▼
副
議
長

▽
滝
沢

佐
藤
澄
子
（
８
・
７
）

▽
淡
路

岬

光
彦
（
８
・
１０
）

▽
壱
岐

深
見
義
輝
（
８
・
１１
）

▽
八
幡
浜

新
宮
康
史
（
８
・
１８
）

▽
知
立

中
島
牧
子
（
８
・
２６
）

▽
松
原

下
原
郊
紀
（
８
・
２７
）

▽
勝
山

松
山
信
裕
（
９
・
２
）

▽
大
竹

田
中
実
穂
（
９
・
３
）

▽
小
矢
部

義
浦
英
昭
（
９
・
４
）

▽
仙
台

安
孫
子
雅
浩
（
９
・
７
）

▽
柏

塚
本
竜
太
郎
（
９
・
９
）

▽
盛
岡

豊
村
徹
也
（
９
・
１０
）

▽
益
田

久
城
恵
治
（
９
・
１０
）

▽
高
砂

福
元

昇
（
９
・
１１
）

▽
釜
石

山
�
長
栄
（
９
・
１４
）

▽
多
賀
城

吉
田
瑞
生
（
９
・
１５
）

▽
須
賀
川

五
十
嵐
伸
（
９
・
１５
）

▽
金
沢

久
保
洋
子
（
９
・
１５
）

▽
羽
咋

稲
村
信
成
（
９
・
１５
）

▽
塩
竈

伊
藤
博
章
（
９
・
１６
）

▽
八
街

石
井
孝
昭
（
９
・
１８
）

▽
鴻
巣
市
（
埼
玉
県
）

〒
３
６
５
―
０
０
０
４

埼
玉
県

鴻
巣
市
関
新
田
１
８
０
０

�
０
４
８
―
５
９
８
―
６
８
６
８

ＦＡＸ
０
４
８
―
５
６
８
―
１
１
０
５

１０月１５日現在の都市数
８１３団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４５市
施行時特例市 ３９市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

議議
会会
人人
事事

提
案
募
集
で
第
２
次
回
答
を
公
表

回
答
踏
ま
え
第
２
次
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

（出典＝首相官邸ホームページ）

議議
会会
所所
在在
地地
変変
更更
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平平
成成
２２７７
年年
度度
総総
務務
大大
臣臣
表表
彰彰
式式

「
平
成
２７
年
度
市
町
村
長
及
び

市
町
村
議
会
議
長
総
務
大
臣
表
彰

式
」
が
１０
月
５
日
、
全
国
町
村
会

館
で
挙
行
さ
れ
、
岡
下
勝
彦
・
本

会
会
長
（
高
松
市
議
会
議
長
）
が

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
市
区
町
村
長
と

し
て
通
算
２０
年
以
上
、
ま
た
は
都

道
府
県
、
市
区
町
村
議
会
議
長
と

し
て
通
算
１２
年
以
上
在
職
し
、
地

方
自
治
の
発
展
に
功
労
が
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
者
が
対
象
と
な
る
。

被
表
彰
者
は
３３
名
。
本
会
の
被
表

彰
者
は
い
な
か
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、
高
市
早
苗
・
総

務
大
臣
の
代
理
と
し
て
、
二
之
湯

智
・
総
務
副
大
臣
か
ら
式
辞
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
表
彰
状
並
び
に
記

念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

来
賓
祝
辞
、
他
の
来
賓
と
総
務

省
の
紹
介
、
祝
電
披
露
の
後
、
市

町
村
長
、
町
村
議
会
議
長
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
者
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

第第
２２４４
回回
専専
門門
小小
委委
がが
開開
催催

第
３１
次
地
方
制
度
調
査
会
第
２４

回
専
門
小
委
員
会
（
委
員
長
�
長

谷
部
恭
男
・
早
稲
田
大
学
教
授
）

は
１０
月
２
日
、
総
務
省
で
開
催
し

た
。審

議
で
は
、
「
議
会
制
度
や
監

査
制
度
等
の
地
方
公
共
団
体
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

を
議
題
と
し
、
事
務
局
か
ら
前
回

の
専
門
小
委
員
会
に
お
け
る
主
な

議
論
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
総

括
的
な
論
点
整
理
案
（
�
基
本
的

な
考
え
方
�
長
�
監
査
委
員
等
�

議
会
�
住
民
）
に
つ
い
て
議
論
し

た
。議

論
で
は
、
�
監
査
委
員
等
の

「
議
選
監
査
委
員
を
置
か
な
い
こ

と
も
選
択
肢
と
し
て
設
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
」
と
い
う
記
述
に
対

し
、
委
員
か
ら
「
住
民
自
治
の
視

点
な
ど
か
ら
議
選
監
査
委
員
は
必

要
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
多

く
の
委
員
が
原
案
に
賛
成
す
る
意

見
を
述
べ
、
最
後
に
、
長
谷
部
委

員
長
か
ら
「
『
選
択
肢
と
し
て
設

け
る
』
と
す
る
こ
と
で
了
承
願
い

た
い
」
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
�
議
会
に
つ
い
て
も
、

数
人
の
委
員
か
ら
意
見
が
あ
っ
た
。

こ
の
中
で
「
議
会
三
団
体
か
ら
提

出
さ
れ
た
『
地
方
制
度
調
査
会
に

お
け
る
重
点
検
討
項
目
に
つ
い

て
』
（
本
紙
１
９
０
８
号
４
・
５

面
参
照
）
に
あ
る
５
項
目
に
つ
い

て
十
分
な
議
論
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

長
谷
部
委
員
長
か
ら
「
総
括
的
な

論
点
整
理
の
段
階
な
の
で
難
し

い
」
と
さ
れ
た
。

会
議
資
料
に
つ
い
て
は
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p

�/
/
w

w
w
.s
o
u
m
u
.g
o
.j
p
/
m
a
i

n
_
s
o
s
i
k
i
/
s
i
n
g
i
/
c
h
i
h
o

u
_
s
e
i
d
o
/
0
2
g
y
o
s
e
i0
1
_

0
3
0
0
0
2
3
6
.h
t
m
l

）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
議
事
録
に

つ
い
て
も
後
日
、
掲
載
さ
れ
る
。

欧欧
州州
調調
査査
団団
がが
出出
発発

平
成
２７
年
度
全
国
市
議
会
議
長

会
欧
州
都
市
行
政
調
査
団
（
団
長

�
笹
岡
秀
太
郎
・
四
日
市
市
議
会

議
員
、
１６
市
２８
名
）
は
１０
月
７
日
、

目
的
地
に
向
け
出
発
し
た
。

調
査
団
は
、
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン

ア
ン
レ
ー
市
議
会
（
フ
ラ
ン
ス
）
、

エ
ー
ケ
ロ
コ
ミ
ュ
ー
ン
議
会
（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
）
、
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ

ッ
ト
市
議
会
（
ド
イ
ツ
）
な
ど
を

公
式
訪
問
。
地
方
行
財
政
、
行
政

施
策
、
議
会
制
度
等
の
実
状
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
・
施
設
を
含
め

て
調
査
す
る
。
帰
国
は
１５
日
。

お
知
ら
せ

本
紙
１０
月
２５
日
付
け
第

１
９
５
６
号
は
、
第
１
９

５
７
号
と
併
せ
、
１１
月
５

日
付
け
第
１
９
５
６
・
７

号
と
し
て
発
行
し
ま
す
。

【２０１５年１０月号】
特集：教育からはじまる地方創生
巻頭言：地方創生に向け福井が取

り組む教育 西川一誠
・「教育」の力で地方創生を成し
遂げる
内閣官房
教育再生実行会議担当室

・大学・自治体・企業の協働によ
る地方創生の実現に向けて
文部科学省高等教育局
大学振興課大学改革推進室

・地域とともにある学校づくりの
推進に向けて 西孝一郎
◎現地報告
教育を核とした地域の活性化と
全国に拡がる高校魅力化プロジ
ェクト／小中一貫教育校「土佐
山学舎」のめざすもの／子ども
たちのための放課後学校（コラ
ボ・スクール）

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL ０３‐３２６４‐２５２０ 又は FAX ０３‐３２６４‐２８６７
URL http://chuoubunkasha.web.fc2.com/

式辞を述べる二之湯総務副大臣

紹介を受ける岡下会長
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